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’生徒生活状態の一面 生徒の生活状態の一面に就いて述ぶれば、未成年者禁煙禁酒法案の如きも、夙に議會の協賛を得てゐなから、
之が實施となれば容易ならぬことで、本校にも曾て禁酒を勵行して、その結果の必ずしも豫期の如くならなかっ
たことは前記の通りである。但、現今のやうに、十七八歳にして入學した者が、俄に大人びて酒を飲み煙草を吸
ひ始め、茜しきに至ると、大酒豪煙をなすやうになり、可惜心身を傷ける場合も少くない。彼等はよく先輩はと
口にするか、一一十年三十年もの先輩となれば、當時の一年生は、現在の一一一年位の年齢に相賞するこを、動もすれ
ば忘れてゐる。附録の年齢表も、一つにはか固る方面の参考の爲にもと目論見尤ものである。明治三十年十月七
日には、校長の名を以て、各組生徒監督宛、「教室及廊下一一於テ喫烟スルハ不都合一一付右等ノ行爲無之様各捲瞥組
生徒に訓諭相成夕シ」と注意を促してあるが、固より火氣用心の爲とは云へ、今日とは隔世の感がある。
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醐
鐘
窮
鑛
現
在
生
徒
数
と
の
比
較
罐
稽
古
亜
下
駄
と
長
髪
に
な
っ
た
の
は
、
中
學
生
活
の
反
動
も
あ
ら
う
か
、
青
年
心
理
に
就
い
て
考
慮
す
べ
き
も
の
シ
一
つ
で
あ
ら
う
。
然
ｂ
而
し
て
歴
代
校
長
竝
に
職
員
の
努
力
に
依
っ
て
、
良
好
な
る
成
績
を
示
す
に
至
っ
た
こ
と
は
喜
ぶ
べ
き
も
の
で
あ
る
。
又
、
一
時
巷
間
に
ま
で
噂
．
、
ｐ
の
種
と
な
っ
た
所
謂
長
髪
は
、
近
頃
除
ｂ
目
に
つ
か
な
く
な
っ
た
が
、
五
分
刈
で
入
學
し
た
者
が
、
一
月
経
ち
一
一
月
過
ぎ
て
髪
を
延
し
始
め
、
二
年
に
な
る
時
は
そ
の
約
半
数
に
達
し
、
三
年
生
に
は
五
指
を
屈
す
る
に
過
ぎ
な
く
な
っ
た
。
杜
會
｜
般
が
さ
う
な
っ
た
の
で
、
本
校
に
限
っ
た
こ
と
で
も
な
い
か
、
明
治
三
十
七
年
頃
に
は
、
生
徒
の
コ
ス
メ
チ
ッ
ク
は
一
一
一
戸
ふ
も
更
な
り
、
議
員
の
髪
ま
で
問
題
と
さ
れ
た
こ
と
を
思
へ
は
、
世
の
中
も
酷
く
愛
つ
仁
も
の
で
あ
る
。
明
治
一
一
十
八
年
、
艘
操
副
科
と
な
っ
た
柔
剣
道
が
、
正
科
と
等
し
く
な
っ
た
の
は
、
明
治
三
十
年
十
一
月
の
こ
と
で
あ
る
か
、
寒
稽
古
の
如
き
も
、
未
明
三
週
間
の
皆
勤
者
各
數
十
名
、
毎
朝
道
場
に
溢
る
粉
の
盛
況
で
あ
っ
た
の
が
、
こ
の
近
年
は
、
僅
為
一
週
間
か
十
日
位
で
、
そ
れ
も
断
績
的
で
、
二
三
十
名
の
部
員
の
外
は
．
精
々
一
人
か
二
人
し
か
出
場
せ
ず
、
皆
勤
者
に
至
っ
て
は
十
人
に
達
し
な
い
の
は
、
全
籠
南
會
員
の
約
半
数
が
、
二
十
に
垂
ん
と
す
る
各
部
に
分
属
し
て
ゐ
る
爲
と
の
み
解
す
べ
き
で
あ
ら
う
か
。
武
藏
塚
邊
の
兎
狩
も
，
再
興
後
四
年
は
続
い
て
ゐ
る
が
、
年
毎
に
参
加
數
も
減
少
し
て
来
た
。
そ
の
昔
午
前
二
時
の
集
合
に
、
二
百
名
近
く
も
あ
り
、
外
人
教
師
ま
で
加
は
っ
て
遠
地
ま
で
出
か
け
た
こ
と
を
恩
へ
は
，
五
時
の
集
合
時
間
ま
で
に
來
ろ
者
は
殆
ど
な
く
、
六
時
近
く
ま
で
待
ち
、
漸
く
一
一
一
十
人
前
後
に
な
っ
た
と
こ
ろ
で
出
震
す
る
と
云
ふ
有
様
で
あ
り
、
職
員
生
徒
間
に
興
味
を
唆
っ
て
ゐ
な
い
の
は
事
寳
で
あ
る
。
数
年
前
の
一
時
噂
襟
巻
を
だ
ら
し
な
く
垂
れ
て
ゐ
る
者
も
相
當
あ
っ
て
、
そ
れ
を
見
る
方
は
却
っ
て
心
を
零
フ
し
た
も
の
で
あ
っ
た
が
、
こ
の
一
雨
年
は
俄
に
少
く
な
っ
た
や
う
で
あ
る
。
時
勢
の
影
響
と
で
も
申
す
の
だ
ら
う
か
。
本
校
生
徒
現
在
数
（
昭
和
十
一
一
年
四
月
）
六
百
九
十
一
一
人
か
、
創
立
営
時
の
定
員
六
百
九
十
人
と
同
数
た
る
こ
と
は
、
偶
然
の
一
策
一
一
章
第
五
高
等
學
校
後
期
三
五
九
足
の
ま
輯
廊
下
に
上
る
者
に
對
し
て
警
告
を
發
す
る
や
う
に
な
り
、
や
が
て
更
に
教
室
に
於
け
る
下
駄
履
き
ま
で
問
題
と
な
る
や
う
第
二
章
第
五
高
等
學
校
後
期
三
五
八
明
治
の
末
頃
は
、
本
館
東
西
の
入
口
に
、
下
駄
を
脱
葉
す
る
こ
と
に
注
意
を
輿
へ
た
く
ら
ゐ
な
の
が
、
大
正
四
年
九
月
に
は
、
駄
‐
－
し
■
代時長校井櫻
可
』
曰
■
■
０
ｑ
が
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白
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記念
式
の
準
備
未
曾
有
の
盛
典
支
那
事
塗
の
影
響
は
、
校
寶
に
し
て
而
も
籠
南
生
活
に
忘
る
べ
か
ら
ざ
る
齊
唱
、
十
時
校
長
勅
語
奉
讃
の
後
▽
長
文
の
式
鮮
は
満
堂
を
痛
く
感
動
せ
し
め
た
。
次
で
山
川
専
門
學
務
局
長
は
安
井
文
部
大
臣
祀
第
二
章
鞘
五
高
等
學
校
後
期
・
一
一
一
一
ハ
’
’
一
第
二
章
第
五
高
等
學
校
後
期
●
域
と
は
一
宝
へ
、
面
白
い
事
寳
で
あ
る
。
乃
ち
式
場
た
る
講
堂
、
午
餐
場
た
る
奮
濟
美
館
よ
り
武
夫
原
に
至
る
ま
で
校
内
は
隈
な
く
浄
め
ら
泡
式
場
正
面
の
左
右
に
鰯 ‐‐１，１■
。
ｑ
●
１
一
・
、
。
’
・
１
０
「
濟
美
」
と
「
瑞
邦
」
の
御
譽
を
掲
げ
、
臺
上
に
は
恒
例
に
依
り
花
瓶
の
外
に
、
文
武
を
象
徴
す
る
集
古
十
種
・
Ｎ
Ｅ
Ｄ
・
具
足
を
飾
り
、
中
門
に
は
開
校
祀
賀
の
ア
ー
チ
を
設
け
、
平
日
開
か
ざ
る
故
を
以
て
七
不
思
議
の
一
と
な
っ
て
ゐ
る
本
館
の
玄
關
に
は
國
旗
を
立
て
、
其
の
左
右
に
は
受
付
竝
に
記
念
品
渡
場
の
各
テ
ン
ト
を
張
り
や
校
長
室
。
應
接
室
・
十
會
議
室
を
特
別
來
賓
の
控
所
に
、
本
館
階
下
九
室
を
卒
業
生
竝
に
一
般
鶴
来
賓
の
控
所
に
、
雨
天
鵠
操
場
を
午
餐
場
に
充
て
、
校
賓
及
び
講
演
會
長
講
師
の
接
待
、
展
覧
會
場
、
生
徒
午
餐
の
寮
食
堂
等
の
整
備
、
其
他
の
用
の
式
一
息
滞
り
な
く
、
晴
雨
両
様
の
準
備
も
成
り
、
七
日
夜
來
の
霧
雨
を
氣
づ
癖
か
ひ
つ
シ
、
當
日
を
待
つ
こ
と
と
な
っ
た
。
誼
記
念
式
典
吾
が
枝
未
曾
有
の
盛
典
は
、
十
月
十
日
午
前
十
時
を
卜
し
て
學
行
さ
れ
た
。
而
し
て
こ
の
日
集
ま
る
も
ｑ
朝
野
文
武
の
名
士
を
姑
と
し
て
無
慮
一
千
五
百
、
さ
す
が
に
光
輝
あ
る
五
十
年
の
歴
史
を
飾
る
に
相
應
は
し
い
盛
況
で
あ
っ
た
。
一
同
所
定
の
席
に
着
く
や
全
員
起
立
國
歌
第
二
開
校
五
十
年
記
念
式
典
前
記
昭
和
十
二
年
七
月
七
日
に
於
け
る
簾
溝
橋
事
件
は
、
同
月
廿
九
日
の
通
州
事
件
と
八
月
九
日
の
大
山
大
尉
事
件
と
に
依
っ
て
、
局
地
的
北
支
事
愛
も
、
遂
に
全
面
的
支
那
事
愛
に
擴
大
せ
ら
れ
、
出
丘
支
出
兵
、
日
を
累
ね
て
多
数
の
死
傷
者
を
出
し
、
巨
額
の
國
帯
を
要
す
る
の
秋
に
於
て
ｂ
來
る
べ
ざ
記
念
の
式
典
及
び
附
帯
行
事
を
如
何
に
す
べ
き
か
は
、
本
校
一
同
の
關
心
措
く
能
は
ざ
る
所
で
あ
っ
た
。
さ
り
な
が
ら
、
昭
和
九
年
以
降
の
既
に
満
一
一
一
年
の
長
き
に
亙
っ
て
、
鋭
意
準
備
を
爲
し
、
加
ふ
る
に
計
蓬
の
事
業
は
、
最
早
賞
施
中
の
こ
と
で
も
あ
れ
ば
Ｕ
鳩
首
協
議
と
結
果
、
極
め
て
厳
粛
に
、
極
め
て
有
意
義
に
、
之
を
遂
行
す
る
こ
と
と
な
り
、
式
場
校
内
の
装
飾
、
校
外
へ
の
宣
傳
等
も
、
最
小
限
度
に
縮
少
し
、
龍
南
會
、
王
催
の
運
動
倉
や
園
遊
會
も
、
悉
く
之
を
中
止
せ
ら
る
シ
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。
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。
十時
校
長
式
僻
第
一
一
章
第
五
高
等
學
校
後
期
酔
を
．
村
川
東
京
帝
國
大
學
名
雰
教
授
は
長
與
東
京
帝
國
大
學
縮
長
の
祇
鮮
を
夫
均
代
読
し
、
本
日
開
校
五
十
周
年
ヲ
迎
へ
文
部
大
臣
代
理
専
門
學
務
局
長
閣
下
ノ
臨
場
ヲ
得
朝
野
貴
賓
ノ
寶
臨
ヲ
仰
ギ
卒
業
生
諸
賢
ノ
参
列
ヲ
辱
ウ
シ
職
員
生
徒
相
會
シ
テ
竝
二
記
念
ノ
式
典
ヲ
學
行
ス
ル
コ
ト
ヲ
得
ル
ハ
本
校
ノ
誠
一
一
欣
喜
一
一
鍵
へ
ザ
ル
所
ナ
リ
此
ノ
記
念
式
一
一
際
シ
テ
主
務
省
ノ
特
別
ナ
ル
配
慮
ヲ
蕊
リ
特
一
一
卒
業
生
諸
賢
ノ
熱
烈
ナ
ル
後
援
ニ
ョ
リ
テ
本
校
五
十
年
ノ
歴
史
ヲ
編
纂
シ
多
年
勤
績
ノ
職
員
ヲ
表
彰
シ
更
一
一
記
念
會
館
ヲ
建
築
シ
テ
本
校
二
寄
附
ス
ル
等
諸
種
ノ
事
業
企
聲
セ
ラ
レ
或
ハ
既
二
完
成
シ
或
ハ
正
一
一
進
捗
ノ
裡
二
在
ル
ハ
衷
心
感
謝
一
一
堪
へ
ザ
ル
所
不
肯
彌
亦
卒
業
生
諸
腎
及
ピ
在
學
生
徒
諸
子
卜
同
ジ
ク
脅
テ
本
校
一
一
於
テ
教
ヲ
承
ケ
今
不
敏
ヲ
以
テ
職
ヲ
本
校
一
一
奉
ジ
鐘
一
一
本
日
ノ
式
典
ヲ
宰
ル
ノ
光
榮
ヲ
皿
リ
ニ
ス
ル
ハ
窃
一
一
恩
師
諸
先
生
一
一
對
シ
先
輩
友
人
諸
賢
一
一
對
シ
後
進
同
學
ノ
諸
子
二
對
シ
テ
恐
擢
措
ク
能
ハ
ザ
ル
所
、
感
激
胸
二
満
チ
テ
一
一
一
戸
ハ
ン
ト
欲
ス
ル
所
ヲ
知
ラ
ザ
ル
也
今
遠
ク
恩
ヲ
本
校
創
立
ノ
當
初
一
一
馳
ス
レ
パ
當
時
帝
國
ノ
世
界
二
於
ケ
ル
位
置
ハ
如
何
ナ
リ
シ
ゾ
帝
國
憲
法
未
ダ
發
布
セ
ラ
レ
ズ
教
育
勅
語
未
ダ
下
賜
セ
ラ
レ
ズ
拾
外
法
權
未
ダ
撒
麿
セ
ラ
レ
ズ
全
國
ノ
人
ロ
ハ
塵
一
一
一
一
一
千
八
百
五
十
萬
ヲ
算
へ
グ
ル
ノ
ミ
陸
海
軍
傭
ノ
未
”
充
實
セ
ザ
ル
交
通
産
業
ノ
未
杁
發
逵
セ
ザ
ル
固
ヨ
リ
ー
ー
ー
ー
ラ
ヲ
侯
タ
ザ
ル
所
、
ァ
、
誰
力
今
日
ノ
国
運
隆
昌
ヲ
夢
想
セ
ル
モ
ノ
有
ラ
ン
ヤ
今
ヤ
聖
明
上
一
一
在
ハ
シ
費
良
之
一
一
左
右
シ
國
〈
世
界
最
大
ノ
狼
國
二
列
シ
民
ハ
皇
室
無
窮
ノ
恩
澤
一
一
浴
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述
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縣
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岡
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本校ハ明治一一十年第五高等中學校トシテ創設セラレグル一一濫鵬シ爾来星霜ヲ閲スルコト正一一五十共ノ間時代ノ推
移二件上組織制度ノ改慶科名ノ愛更等幾多ノ愛遜ヲ重ネ歴代當事者ノ息マザル努力ト相侯ツテ校邇年二隆昌一一赴
キ覚二今日ノ盛大ヲ敦シクノデアリマシテ許多有爲ノ人材ヲ輩出シテ國家杜會ノ進運一一貢献スルトコロ多大ナル
モノアルハ恂二慶賀一一勝へザルトコロデァリマス
殊二本校ハ大正九年今上陛下ノ皇太子一一左セシトキ行啓ヲ辱ウセシヲ始メトシテ昭和六年畏クモ
天皇陛下ノ行幸ヲ仰ギ朝恩特二篤キヲ拝スルノデアリマシテ本校ノ榮馨眞二御シキ極ミデァリマス
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本日絃二第五高等學校創立五十周年記念式ヲ學行セラル、一一當リー言祀欝ヲ述プル機會ヲ得マシグコトハ私ノ欣
第一一章第五高等學校後期
一一一一ハーハ
春風秋雨五十年今ャ卒業生ヲ出スコト既二九千四百十九人是レニ嘗テ本校ノー部クリシ讐學部工學部及ピ臨時
教員養成所ノ卒業生ヲ加フレパ共ノ數賞一二萬ヲ超１是等ノ諸賢各旦其ノ志ヲ成シテ或ハ學術ノ研鑑二努〆或
ハ實務ノ經醤二賞リ政治一一塁藝二實業二教育一一慨ネ諸般ノ概要ナル地位二立チテ皇蓮ヲ扶翼シ奉り帝國ノ進
展二貢獣シ併セテ本校ノ名聲ヲ昂揚セラル是レ賞一一聖上興學ノ謎旨ヲ奉鵠シテ本校教育ノ精榊ヲ鵠現セルモ
ノ我ガ五高ノ天下一一重キヲ爲ス所以量偶然ナランャ蓋シ五十年間龍田山麓ヨリ湧キ出デタル原泉ハ混々トシテ
聲夜ヲ舍カズ流レテ龍南精榊ヲ湛へ擬ツテ五高魂ヲ作り相傳へ相承ケ科一一盈チテ而ル後二進ミ弦一一鯵然ダル特
異ノ校風ヲ大成シテョク四海一一故レル也
剛毅木訓ハ風一一本校生徒教養ノ指針トセル所龍南精榊ハ之ニョリテ立チ五高魂ハ之ニョリ成ル夫レ熊本ノ地ク
ル鎮西ノ雄藩トシテ重厚俗ヲ成シ尚文錬武ノ餘習猶ホ存シ教育一一關スル理會亦頗ル深ク白ラ質實剛健ノ學風ヲ
養う一一適シ本校生徒ノ教養一一資クル所甚グ大ナルハ蓋シ何人モ認ムル所今ャ世態大一一愛ジ巧詐一時ヲ愉ムノ言
行日一一多ク傾論百年ヲ誤ルノ見解月一一萠シテ其ノ底止スル所ヲ知ラズ此ノ時弊ヲ錘フノ途ハグマ本校生徒教養
ノ方針ヲ宣揚スルーー左ルノミ古人曰ク五十而知天命ト天命トハ何ゾ天ノ我一一命ズル所ナリ天ノ我二命ズル所如
何性分ノ本然ヲ認識シテ自己ヲ完成シ以テ國家有用ノ材タランコト是ナリ生徒諸子、諸子ハ本校一一學ピテ正一一
本日ヲ迎ヘタリ須ラク天ノ寵鍵一一籍リテ選パレタル境遇一一在ル一一感奮シ自ラ艦得セル本校教養ノ方針ヲ椎シテ
之ヲ天下一一及ポスノ慨ナヵルペヵラズ斯ノ志立チテ姑メテョク龍南ノ先業ヲ紹述シ五高ノ歴史ヲ振揚スルコト
ヲ得ン諸子ソレ栃レヲ勗メョ
今ャ非常ノ時局二際會シ未曾有ノ國難二直面ス忠勇ナル皇軍ノ響フ所殆ンドー敵ナキガ如シト雄モ前途尚ホ萬
難ノ横ハルアリ國民ダル者當二協心毅力進ンデ國難二賞ルノ覺悟ナカルペヵラズ若シ夫レ時局ノ收拾國際ノ鍵
理ヲ恩上來レバ畢國一致堅忍不抜ノ覺悟ヲ要スルコト殊二痛切ナルヲ感ズ此ノ時機二當リテ記念式ヲ墨ゲ雄二
⑦
覺悟ヲ新ニスルハ更一一一段ノ意義ヲ加フルモノ騰幾ハクハ職員生徒諸子ト共一一心ヲ一ニシテ盆々學風ノ振作一一
努〆本日ノ記念式ヲシテ意義アラシムルコトヲ期セン
之ヲ式瀞トス
昭
和
十
二
年
十
月
十
日
文
部
大
臣
祗
辮
第
五
高
等
學
校
長
十
時
ノ
ー
彌
スル多クノ先進者ト雄大ナル環境ト｜一惠マレタル第五高等學校ハ特異ノ校風ヲ有シ寵南ノ五高魂トシテ培ハレク
ル剛毅朴納ノ精榊ハ盆を其ノ光彩ヲ放一プリ
今ャ時局重大一一シテ學國一致堅忍不抜ノ覺悟ヲ要スルノ秋過去五十年ノ沿革ヲ願ミ創立當初以來精勵識津セラレ
クル歴代教職員諸子ノ勢苦ヲ忍ピ邦家二有爲ノ人材ヲ多数輩出セル光輝アル歴史ヲ尋ネ以テ現在及將來二於ケル
教訓卜護展トー一碑盆セラレントスルハ誠二意義深キモノアリト請うペシ庶幾ハ此ノ際一層ノ奮勵努力以テ傳統ノ
精榊ヲ發揚セラレ校運ノ彌榮エラレンコトヲ
昭
和
十
二
年
十
月
十
日
東
京
帝
國
犬
學
總
長
長
與
又
郎
九州帝國犬學總長奴詞
獺訓總長
本日弦一一第五高等鼠一校開校五十周年記念式ヲ暴行セラル、｜一方リ同ジク九州ノ地二位シ本校トノ關係日二盆々深
キヲ加へシ、アル九州帝國犬畢ヲ代表シテ一言祇詞ヲ述プルノ機會ヲ得タルハ余ノ最モ欣幸トスル所ナリ
顕ルー本校ガ明治一一十年第五高等中學校ナル名稲ノ下二孤々ノ鑿ヲ上ゲテョリ春秋受一一五十年、其ノ間幾多ノ愛
遜ヲ重ネッッ初代野村校長以下歴代教職員諸氏ノ苦辛經誉ト卒業生竝在校生諸君ノ眞蟄ナル研鑓トーーョリ校風頓
一一振上國内ノ英才競ヒテ此ノ門一一蒐マリ天下ノ俊秀齊シク此ノ堂ヨリ出デ、或ハ最高學府ヘノ登龍門トシテ或ハ
長崎醤科犬學ノ揺篭トシテ或ハ父熊本高等工業畢校ノ母校トシテ鎮西文化一一貢獣スル所偉大ナルモノァリ、既一一
一萬名一一上レル卒業生諸君ハ執レモ朝一一野二幅要ノ地位ヲ得テ國家ノ進運一一議津シ七百ノ在校生諸君亦孜々トシ
テ研學ニカメラル。正一一龍南ノー角ヨリ歪國教育界ヲ脾脱スルノ慨アルモノ蓋シ宜ナリト請うペク國家ノ爲眞一一
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九
長與總長
帆詞
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和
十
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年
十
月
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文
部
大
臣
安
井
英
一一
東京帝國大學総長祀詞
本日ヲトシ第五高等學校創立五十周年記念式典ヲ學行セラルルーー賞リー言祇鮮ヲ述フルノ機會ヲ得タルハ予ノ最
モ欣幸トスルトコロナリ性フ’一一國ノ盛衰ハ共ノ國燈ノ精華如何二存シ國艦ノ精華ハ其ノ國家ノ歴史、傳統一一由
来ス我ガ國艘ノ天壊ト共一一無窮ニシテ萬邦二冠絶スルハ我等日本臣民ノ宇内一一誇ル所以一一シテ我國ガ東亜ノ安定
ヲ計り世界ノ平和一一寄與シ人類文化ノ向上一一貢献セントスルノ大使命モ絃一一其淵源ヲ發ス
羅馬ハー日一一シテ成ラズ國家ノ興隆ハ氷キ歴史的發展ノ成果一一シテ一個人ト云ハズ一家ト云ハズ學校亦然リ而モ
ヴ
其ノ進展ノ根幹ハ確固ダル精榊的信念一一存ス
凡ソ一枝ノ校風ハ人爲ヲ以テ短期間一一作成スルコト龍ハズ長年月一一亙り教育者ノ崇高ナル精励ト生徒諸子ノ熱誠
ナル努力トヵ擬テ醇乎トシテ純ナル校風トシテ顕現ス此黙一一於テ歴代ノ優レクル教職員諸氏ト九千五百一一垂ント
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第
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入
此ノ光輝アル歴史一一副ハンガ爲ニハ畢校心ヲ一ニシテ感恩報謝ノ至誠ヲ致スト共二先進ノ芳燭ヲ偲ピテ報本反始
ノ至情ヲ披瀝シ將來一一一段ノ發展ヲ期セネパナラナィノデアリマス今ャ國家非常ノ時局一一直面シ寸刻モ筍且愉安
ヲ許サズ大二国民精榊ヲ作興シテ暴國一致時難克服一一適性スペキ秋デアリマス
職員各位竝一一生徒諸子ハ深ク我ガ國現下ノ情勢一一鑑ミ今後盆々心身ノ練磨學術ノ研鑑一一動ムルハ勿論特一一我ガ尊
厳ナル國髄一一基キ霊忠報國ノ精赫ヲ酒養シ以テ彌々善美ナル校風ノ發揚二勉〆邦家進運ノ根蒋一一塔ハレムコトヲ
切望スル次第デアリマス
’
隈本校長
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知
事
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○
慶賀二鰹エザル所ニシテ絃一一劃期的盛典ヲ迎ヘラルル關係者諸君ノ得意ャ想うペキナリ。
今ャ時局ハ盆を進展シテ経紀洵一一容易ナラズ、須ク堅忍持久不僥不屈ノ精榊ヲ以テ更一一今後ノ難局一一對虚スペク
世ハ方一一國民精榊総動員ノ下ニァリ。過去半世紀一一於テ剛毅木舗ノ五高魂ヲ發揚シ常二世ノ木鐸タリシ本校二期
スル所是一一於テカ愈を切ナルモノァリ。
翼ハクハ本校關係者諸君今日ノ記念式ヲ機トシテ故キヲ温ネ新シキヲ知り故秋月胤永先生ノ遺韻ヲ實賎シテ日本
精榊ノ昂揚一一努〆以テ園カノ増大ニカヲ致サレムコトヲ。
一言蕪僻ヲ述ペテ以テ祇詞トナス。
昭
和
十
二
年
十
月
十
日
九
州
帝
國
犬
學
總
長
荒
川
文
六
隈本第六高等學校長祀辮
第五高等學校開校五十年記念式ヲ學行セラルルニ賞リ、一言祗意ヲ表スルヲ得ルハ、予ノ最モ欣幸トスル所ナ
リ。殊二、予ハ、現一一高等學校ノ教育一一従う者ニシテ、又嘗テ本校一一笈ヲ負ヒシ一人ナリ。本日ノ盛典二列シ、
其ノ慶ヲ同ジウシ、衷心無限ノ感激ヲ覺エズンバァラズ。
願う一一、本校ノ創立ハ、明治維新後一一十年、内治略々塾ヒテ、國威漸ク外一一仲ピントスルノ秋一一鴎シ、全國五個
ノ高等中學校ノートシテ開設セラレ、鎮西ノ地、居然ダル育英機關トシテ、働一二時代ヲ薑シクルモノナリ。爾
来、國邇年ヲ逐フテ躍進シ、制度文物ノ整備ト共一「學制亦幾度力革マリ、本校モ、第五高等學校卜改禰セラ
レ、春風秋雨、前後方一一五十年ヲ闇シタリ。其ノ間、校運ハ愈々振上、内容外観、雨ナガラ箸シク進展シ、既一一
弦二・本日ヲ以テ第五高等學校開校五十年記念ノ盛典ヲ學ゲラル、一一懲り共ノ式場二列シテ激ヲ共一一シ祇辮ヲ述プ
ルノ機ヲ得クルハ旗ル欣幸トスル所ナリ
願ミル一一本校創立ノ當時ハ明治政府ノ形態潮ク整上更一一躍動ノ意氣ヲ以テァラュル方面二新文化ヲ開拓シ建設シ
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ノ盛典一一際シ、＋
陳シテ覗僻トス。
卒業生ヲ出スコト、｜萬人一一垂ントス。而シテ、其ノ殆ンＦ総テハ、進ンデ大學一一入り、出デテ朝野ノ各方面一一
所躍シ、済んダル多士、各自。其ノ才穗ヲ發揮シテ、本校ノ馨騨ヲ中外二顛揚セルハ、恂一二代ノ壯観ナリ。是
し固ヨリ聖代ノ餘澤ナリト錐、亦歴代ノ校長教官、其ノ人ヲ得テ、教養宜シキニ通ヒグルニ由ラズンパァラ
ズ・眞二本校ノ誇ルペキ功業一一シテ、本日ノ式典ヲシテ、一層意義アラシムルモノト謂フペシ。翼クハ校長閣
下、教官各位、竝一一生徒藷君ガ倍奮ノ努カニ依り、龍南剛健ノ校風愈揚リ此光輝アル歴史ノ、更二將來二向ツテ
ー新紀元ヲ拓カンコトヲ・今ャ、時局急縛シテ、贋懲ノ皇師外二動キ、忠勇ナル將兵ハ、力戦奮闘、身ヲ鴻毛
ノ輕キー比シ、學國亦協力一致、銃後ノ務ヲ完ウスルーー汲々ゲル秋、生徒諸君ガ、學窓ニァリテ、尚攻學二動シ
マｂムヲ得ル所以ノ者ハ是レ、一二、國恩ノ深且大ナルニ因ラズンパアラズ。龍南七百ノ健兒諸君ョ。中流ノ底柱ト
シテ邦家ノ重キー一任ゼントスル諸君ハ、深ク恩ヲ此一一致シ、自重自省以テ大二他日ノ報効ヲ有スペキナリ。今日
ノ盛典二際シ、本校既往ノ功績ヲ偲プト共一一更一一、洋々ダル前途ヲ想上、慶祀ノ念禁ズル能ハズ。敢テ蕪言ヲ開
昭和十二年十月十日
熊本縣知事祀静
直轄學校長代表
第六高等塁校長
隈
本
繁
士ロ ’
！ 山隈市長配酢幅出校長肌僻 第二章第五高蝶學校後期 三七一一シ、アリシ時代ニシテ賞年ノ第五高等中學校ガ近畿以西唯一ノ最高學府トシテ方一一勃興セントスル新日本ヲ先導シ其ノ多幸ナルペキ將來ヲ暗示スル光明的存在クリシコトハ敢テ想像スルー一難カラザル所ナリ爾来春風秋雨五十年明治大正昭和ノ聖代ヲ通ジテ本校ノ業績ヲ回顧スル時當年校庭一一植ヱラレグル等身ノ稚松ガ亭をクル大樹トナレルガ如ク無慮一萬一一近キ卒業生ハ海ノ内外ヲ問ハズ事業ノ分野ヲ論ゼズ齊シク縦横ノ活躍ヲ示シテ國蓮ノ偉大ナル推進力トナリ國家ノ興隆一一寄興セル所眞一一計り知ルペカラザルモノァリ本校開設ノ意義ハ正二遺憾ナク實現セラレッ、アルモノト謂フペシ而シテ此ノ如ク光輝アル本校ノ業績ガ歴代職員諸氏ノ熾烈ナル教育熟卜生徒諸君ノ旺盛ナル向學心トノ緊密ナル結合一一基クハ固ヨリ言ヲ要セザル所我等ハ此ノ機會一一於テ是等關係各位一一對シ深遭ナル敬意ヲ表セント欲スル次第ナリ性フ一一時局愈を紛糾シ國事急冷多端ナル現下我等ノ最モ要望スルモノハ武器一一非ズ弾薬一一非ズ將又糧食戎衣一一非ズ實二國民的精榊二燃ユル忠良ノ臣民印チ之ナリ否忠良ノ臣民コソ時代ノ如何一一拘ラズ常一一國家ノ希求スル輿，園ノ最大要素一一非ズシテ何ゾコノ意味一一於テ我ガ帝國ノ指導者階級ヲ養成セントスル本校ガ今日ヲ第一一ノ起鮎トシテ更一一大使命一一邇進セラレンコトヲ期待スルモノ堂二軍二我等ノミナランヤ脚力所懐ヲ述べテ祗欝トス鮴鰯鮒譲鎮一鰄藤岡長和 昭和十一一年十月十日熊本市長祇鮮第五高等畢校開校以来絃二五十年本日ヲ以テ其ノ記念祇典ヲ畢行セラル、恂一一慶賀一一榧へザルナリ抑モ本校ハ明治一一十年ノ創設一一力、リ第五高等中學ト稀シ當時九州地方一一於ケル最高畢府クリキ而シテ同一一十一一年八月校地校舍ヲ現位置二経誉シ悠久今日一一至しり共ノ間嘗學部ヲ長崎嘗畢専門學校トシテ分立シ更ニエ學部ヲ熊本高等工業學校トシテ分立セシメタリト雌モ校運日二進ミ月一一新ニシテ笈ヲ負ヒテ來リ學プモノ相踵ギ卒業生賞二一萬人二垂ントス亦旺ンナリト謂フヘキナリ而シ・テ幾多ノ英才俊邇ハ其ノ門二出デ肚會各方面ノ權威トシテ我國文化ノ發揚一一貢献シシ、アル所遊大ナリ是偏二歴代校長竝教授諸賢ガ崇高ナル人格ト該博ナル蕊蓄トヲ傾注シテ薫化教導セラレクルト畢生諸士ガ自治ノ本義二則り自重奮勵以テ五高魂ヲ醸熱シ善良ナル校風ヲ育成セラレタル結果ニァラザルナシ將來盆々精究研譲以テ校埜ヲ葦クシ校運ヲ盛ナラシメ本校設置ノ目的達成二邇進サレンコトヲ切望ス時袷モ日支事愛二際會シ多クノ同胞挺身異域一一奮戦シシ、アリ國民亦學ツテ長期抗戦ノ覺悟ヲ堅クスルノ秋本校二學プノ士一層發憤興起講學ノー路一一精進サレンコトヲ所ルノ情二鍵へザルナリ春風秋雨實二五十有餘年武夫原頭二械撹ノ香愈々高ク柏葉ノ色益を深キヲ祇幅スルト共一一我國ノ現状二鑑ミテ育英ノ聖業二期待スル所切ナルノ餘リ卿ヵ所懐ノー端ヲ述琴ヘテ祝辞トナス昭和十一一年十月十日 熊本市長山 隈・康熊本中學校長覗辮熊本縣内ノ中等諸學校ヲ代表シテ祀詞ヲ申述べマス明治二十年ノ創設以來一途々々一一向上發展ノ歴史ヲ辿り雲ノ加ク人材ヲ輩出シテ絃一一滴五十ノ齢ヲ重ネ倍奮ノ堅實サト衝天ノ威勢ヲ示シテ居ルコトハ吾等一同ノ均シク慶賀措力ザル所デアリマス固ヨリ學校ハ永遠二存続スペキ性質ノモノ故箪ナル年ノ経過ヲ覗輻スルノデハナク又第一一章第五高等學校後期 一一一七三
山形教頭
覗
醗
五十年位ハ敢テ長シトモセヌドル先生御出身ノハィデルペルグ大學ハ昨年創立五百年ヲ肌上建國日猫淺イ北米
合衆國デスラハーヴァード大學ハ同ジク三百年ヲ祀シタノデァリマス十分ノ一六分ノーノ目出度サヲ慶プ課デ
ナク蛇ハ寸一一シテ人ヲ春ムトモ中スカラ五十年ヲ以テ百年千年ヲトシ將來倍を護展シテ高等學校本来ノ使命ヲ逵
成セラレルャウ御祗上申スノデアリマス
近頃教育ノ賞用化ガ唱ヘラレルノハ結構ナコトデァリマスガ動モスレバ一般陶冶ノ中學校ャ高等學校ニサヘ直一一
皆寳務一一役立ツャウ註文ガ向ケラレマス固ヨリ教育ハ人生一一役立ツノデアリマス唯手輕二早ク間二合フカ徐
々一一然シ乍ラカ弧ク役立ツカハ一様デアリマセン温室ノ早作リモアレパ一年一一シテ稔ルノモアリマス秋毎一一收
獲ヲ見ル草木モアレバ百年二百年一一シテ亭々天ヲ摩シ見事棟梁ノ材卜成ツテ大廩高閣ヲ支フル互木モアルノデァ
リマス我五高ガカ、ル人材ノ大森林トシテ日を一一其鯵蒼サヲ加ヘルコトヲ國家ノ慶事トシテ御祀上申シ度ィ
武道ハ勝シ爲デアリ乍ラ其ノ奥義ハ勝敗ヲ超越スル所二在ルト申シマス吾等ハ眞ノ勝利ト寳盆トハ歴々クル打算
以上ノ存在ナルコトヲ忘レテハナランノデアリマス昔梁ノ惠王ハ「王何ゾ必シモ利ヲ曰ハン亦仁義アルノミ」
ト痛快一一孟子カラャリ込メラレ乍ラ仁義道徳ヲ迂遠ナリトシタノデアリマスガ若シ支那ガ利ヲノミ事トセズ王
道政治ヲ布キ國民ノ教化ニカメテ居タナラパ野心家ノ宣傳一一乗ル筈モナク共利盆ハ唯リ彼ノ園ノ蒼生ノミデハァ
リマスマィ又夫ノスペインガ夙一一國民教育一一カヲ用ヰタナラョモャ國土ノ大半ヲ荒慶二委ネ幾十萬ノ生霊ヲ犠
牲一一シ世界動凱ノ震源地トナル答モナイデアラウ此ヲ凪上彼ヲ恩ヘパ百事草創ノ際敏クモ永遠ノ大計ハ人材ヲ
養う一一アリトシ先ヅ本校ヲ設立シテ九州文化ノ殿堂トシグ當年ノ明朗卓見ノ程モ窺ハレルノデァリマス
本校開校以来年ヲ累ヌルコト正二半百此ノ間出ス所ハ皆當世有爲ノ高村ニシテ國家杜會ノ業務二活躍縦横龍南教
育ノ成果炳乎トシテ天下一一明カナリ是即チ吾人ノ他二済リテ遜ラザル所亦自ラ彊〆テ失墜スルコトァルペヵラズ
絃一一本日ヲ以テ五十年記念ノ式典ヲ學グルニ及ビ嘉賓滿堂同窓雲集瑞氣四邊ヲ軍〆嬉色随所二溢ル余等此盛儀ヲ
目暗シテハ感慨蓬一一言う能ハザルモノ有り乃チ所思ノー端ヲ陳ペテ祀意ヲ表セン
蓋シ由緒ノ遠クシテ沿革ノ美ナルハ是固ヨリ大イニ貴プペシ然リト錐モ若シ古キー｛誇リテ日新ノ功ヲ念ランヵ衰
朽残滅ヲモ莞し難キコトアルペシ是ヲ以テ吾人徒ラニ今日ノ激喜二酔うコトナク此ノ記念ノ佳辰ヲ以テ好個ノ契
機トナシ更一一勇躍奮興カヲ本校不断ノ建設一一致シ以テ聖代ノ文運一一貢献スル所アルペキナリ
今ャ國家多事弧隣邊ヲ窺上友邦信ヲ喪フ干戈ハ既二動キ軍ヲ萬里一一懸ク此ノ加キノ秋内人心ヲ殿へ外智術ヲ擁上
以テ益々皇國無窮ノ基ヲ固クセンカ爲メニハ教育ノ功效此一一カモ鋏クル虚アルペカラズ余等罪淺敢テ霊精力行以テ
各自ノ本分一一格順センコトヲ期ス
光臨ノ諸賢翼クパ向後一層ノ祐助ヲ腸ハランコトヲ列座ノ諸子希ハクハ此ノ意趣ヲ樺ネテ慨ラザランコトヲ一言
絃一一半生紀ヲ回顧シテ偉功ヲ稀へ更一一將來二對スル待望ノ情ヲ披瀝シテ大二前途ノ繁榮隆昌ヲ所ル次第デァリマ
以テ祗鮮トナス
ス
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山形本校教頭祗詞
熊本縣立熊本中學校長
－－
W園
田
源
識
三
七
四三七
五
雌雛総代
赤星総代
祀瀞
生
徒
總
代
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本日創立五十周年記念式ヲ學行セラルル一一賞リ生等一同亦此ノ盛典二列スルヲ得タリ光榮何物力之一一加カム
願ヘパ本校奎邇進展ノ基根ヲ沃スル事明治廿年二初リ初代野村彦四郎先生ヨリ我ガ十時先生一一到ル歴代校長先生
ヲ初メトシテ薑師先輩此ノ西海ノー聖地一一於テ偉大ナル未成品創造ノ爲心血ヲ注ギ讓津セラレクリ
カクテ堅實純美剛毅木納ノ校風ハ骸然トシテ樹立セラレ校蓮歳ト共一一隆盛一一饗上天下ノ雄トシテ今日ノ盛大ヲ成
セルハ之眞一一聖代ノ盛事ナリト云フベシ
其ノ間半世紀ニワタル歴代校長ソノ他諸先生ノ縛苦ヲ思上其ノ薫化ノ偉大一一シテ純美ナル校風ノ輿リタル基ノ此
虚二存スルヲ自覺スレバ生等誠一一誠一一深謝一一耐エザルモノ有り凡ソ傳統ヲ誇ルノ學園其ノ數少シトセザルモ本校
ノ加ク眞一一御ケル傳統ヲ有スルモノ殆ドソノ類稀ナリト云うベシ宜ナル哉創立以來隆昌ヲ加へ人材雲ノ如ク輩出
シテ杜會各般ノ方面一一雄飛活躍シテ邦家一一貢織シッッァリ
傳統ト地理的環境ノ人一一興フルノ感化タルャ最モ甚深ナリ肥後ノ地山河スデ一一秀麗一一シテ人ヲ育ムノカ有り龍南
ノ歴史スデ｜一生等ヲ振作鼓舞スルノカ有リカク確立セラレクル純美偉大ナル校風ヲ念ヘパ生等ハ宜ク自ラ戒〆自
ラ膳キテ之ヲ失墜セシメザルノ覺悟有ラザル可カラズ
性フーー龍南知命ノ賀一一併セテ未曾有ノ國難ヲ迎へシ事ハ天意ノ妙ト云フペク此ノ故二記念ハ益々崇嚴トナリ其ノ
意義ヲ深ムルモノニシテ生等ハ第一一國民トシテノ龍南人ノ責務ノ重大ヲ痛感ス
此虚二於テ生等ハ徒ラーー極端ノ主義二走ラズ徒ラニ傳統ヲ墨守セズ常に此ノ傳統ヲ基トシテ新シキ文化創造ヘノ
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七
七
時恰モ軍國多事ノ際此ノ覗典一一會ス誠ャ教育ノ事ハ一日モ之ヲ忽諸一一附スペカラザルナリ是ヲ思上彼ヲ想ヘパ感
慨輔直切ナルモノァリ乃チ蕪鮮ヲ綴ツテ祀辮トナス
吾等ノ母校第五高等學校ガ本日ヲ以テ開校第五十周年ヲ迎へ絃一一盛大ナル記念式ヲ學行セラルルニ方リ卒業生ヲ
代表シテ祝辞ヲ述ブルコトハ余ノ最モ欣幸トスル所ナリ
抑モ教育ハ國家百年ノ長計二鴎ス五十年ハ漸ク其ノ半バヲ出デズト錐モ之ヲ人間一生ノ上ヨリ云へ（必ズシモ短
シトナスベカラズ見ョ開校當時吾等ト等身ナリシ校庭ノ松ハ今ャ亭々トシテ雲ヲ坪ピ麓をトシテ晩翠ヲ含ム性フ
ーー本校ガ此ノ五十年間一一出シタル卒業生ノ数ハ順ル多ク而モ棟梁ノ材トシテ國家ノ興隆二参與シッッアル者蓋シ
紗少ニァラザルベシ賀セザルペヶンャ本日本校二來リ見レパ正門ヨリ入リテ中門二到ル道ノ左右一一幾萬株トナク
杉ノ若木ノ栽培セラレグルァリ葵々トシテ生上行ク様恰モ年少氣鋭ノ徒が青雲ノ志ヲ抱イテ本校二來リ學ピ日夜
孜冷トシテ課業一一イソシムモノノ如ク然リ是等杉ノ若木ガ騨蒼ダル森林ノ美観ヲ呈セン日ハ正一一吾等ノ後進子弟
ガ良材トシテ國邇ノ進展一一貢献スルノ日ナラン古人云へルアリ十年ノ計ハ木ヲ樹ウル一一如クハ莫ク百年ノ計ハ人
ヲ樹ウルニ如クハナシト本校ノ如キハ人ト樹ト併セ樹ウルモノト謂フベク母校ノ前途寳二洋々タルモノアリ祝セ
サ
ル
ベ
ケ
ン
ヤ
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状 教官表彰
舷 記念會館
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納
瀞
雇員傭人
表彰状
文部大臣
感
謝
欲
推進ヲナシ人類ノ教養ノ爲國家ノ爲微カヲ政シ諸先生諸先輩ノ鴻恩一一報ズルト共一一榮譽有ル五十年ノ歴史ヲ一層
光彩有ラシメンコトヲ誓ハントス
今弦一一五十周年ノ歴史ヲ回顧スル所以ノモノハ只一一過去ノ光榮ヲ誇ラントスルーーアラズシテ實二過去ヲ省ミテ將
來ノ暴風怒涛ヲ突破スルノ思想カヲ得ンガ爲ナリ而テ此ノ覺悟コソ母校知命ノ賀二對スル生等最大ノ賜物ト云う
絃一一本校生一同ヲ代表シ柳力蕪辮ヲ述ペテ祀意ヲ表ス
昭和恰試年拾月拾日
第
五
高
等
學
校
生
徒
総
代
瀧
本
行
久
文部大臣感謝状（同文二付連名）
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風一一第五高等學校二職ヲ奉シテ維始楡ラス勤績一一一什畝稗一一及フ其ノ教化ノ功訓育ノ勢恂一一多大ナリトス価テ絃
一一一十一一年
一一同校開校五十年記念式暴行二際シ特一一感謝ノ意ヲ表ス
昭和十二年十月十日
文
部
大
臣
従
三
位
動
二
等
安
井
英
一一
可シ母校今絃創立五十年ヲ迎フル一一嵩リ蕊一一同窓會骨謀リテ第五高等學校開校五十年記念會ヲ設ヶ贋ク鵬資ヲ同窓
會員二幕リ元工學部竝一一第十一一一臨時教員養成所ノ賛助ヲ得テ校史ノ編纂記念會舘ノ建設等ヲ企ツル所アリ而シ
テ今ャ會館完ク成ル乃チ之ヲ官二獣ジープ以テ柳力感謝ノ微枕ヲ表シ併セテ後進誘披ノー助二資セント欲ス御受
納ノ上宜シク御利用アランコトヲ希フ
昭和十一一年十月十日
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高
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窓
會
代
表
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長
十
時
彌
殿
表
彰
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（
教
官
）
鰍腿何年以來職ヲ本校二奉ジ何年ノ久シキニ亙り格勤精勵常二能ク後進子弟ヲ善導啓發シ功績甚ダ大ナリ本日
開校五十年記念式典二際シテ特二之ヲ表彰シ脚力記念品ヲ呈シ併セテ同窓會ヲ代表シテ感謝ノ微意ヲ表ス
昭和十一一年十月十日
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五
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校
長
正
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動
二
等
十
時
彌
③
表
彰
壯
（
書
記
）
第五高等學校長
表
彰
位
階
動
何
等
何
某
君
何某君
楜疏何年以何何年ノ久シキーー亙り忠實精勤能ク其職分ヲ霊シ功勢甚ダ大ナリ本日開校五十年記念式典二鴬リ特
一一之ヲ施表シ柳力記念品ヲ呈シ併セテ同窓會ヲ代表シテ謝意ヲ表ス
第五高等學校長鰄狐靴十時
彌
③
昭和十二年十月十日
第
二
章
第
五
高
等
學
校
後
期
三
七
九
昭和十二年十月十日
記念會館獣舗辮
第
二
章
第
五
高
等
學
校
後
期
三
七
八
來寅
職
員
午
隻
皇
校
生
徒
午
餐
被
表
彰
者
氏
名
念
手
拭
等
を
、
生
徒
に
は
沿
革
略
・
繪
葉
書
及
び
記
念
手
拭
が
贈
呈
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
第
二
章
第
五
高
等
學
校
後
期
第
二
章
第
五
高
等
學
校
後
期
三
八
○
表
彰
状
（
雇
員
傭
人
）
趨
玲
何
來
職
ヲ
本
校
一
一
奉
ジ
何
年
ノ
久
シ
キ
ニ
亙
り
忠
賢
精
勤
能
ク
共
職
分
ヲ
霊
シ
功
勢
遊
グ
大
ナ
リ
本
日
開
校
五
十
年
記
念
式
典
一
一
富
リ
特
一
一
之
ヲ
旋
表
シ
柳
力
記
念
品
ヲ
呈
シ
併
セ
テ
同
窓
會
ヲ
代
表
シ
テ
謝
意
ヲ
表
ス
第
五
高
等
學
校
長
誕
廻
難
十
時
昭
和
十
一
一
年
十
月
十
日
彌
③
被
表
彰
者
勤
績
年
限
竝
に
氏
名
（
識
鎭
埜
埣
毯
雫
篭
蠅
示
箇
）
名
霧
教
授
講
師
小
島
伊
左
美
（
’
’
’
十
九
年
）
、
教
授
白
壁
健
女
郎
（
’
’
’
十
七
年
）
や
教
授
八
波
則
吉
（
十
八
年
）
、
教
授
山
形
元
治
（
三
十
二
年
）
、
教
授
中
島
鉄
一
一
一
（
二
十
年
）
、
教
授
近
藤
漬
次
郎
（
十
九
年
）
、
教
授
岡
本
清
途
（
十
七
年
）
、
教
授
松
尾
精
一
（
一
一
十
五
年
）
、
教
授
秋
田
質
（
十
九
年
）
、
教
授
淺
井
東
一
（
十
八
年
）
、
教
授
河
瀬
嘉
一
（
二
十
年
）
、
教
授
大
久
保
保
七
郭
（
十
七
年
）
、
教
授
飯
島
象
太
郎
（
十
七
年
）
、
教
授
田
中
辰
一
【
十
五
年
）
、
教
授
高
橋
仁
肋
（
十
五
年
）
、
教
授
白
河
繼
紹
（
十
五
年
）
、
教
授
上
田
英
夫
（
十
七
年
）
、
教
授
池
田
一
幸
（
二
十
五
年
）
、
教
授
上
田
良
吉
（
十
五
年
）
、
教
授
高
森
良
人
（
十
五
年
）
、
教
授
鈴
木
登
（
十
五
年
）
教
授
高
津
厳
（
十
五
年
）
、
傭
外
國
人
教
師
ゲ
ー
・
ハ
ー
・
ド
ル
（
特
に
十
五
年
に
準
す
）
、
嘱
託
講
師
田
代
眞
（
十
六
年
）
、
書
記
辻
内
一
（
十
五
年
）
、
書
記
加
藤
忠
薑
（
十
八
年
）
、
書
記
藤
井
直
人
（
二
十
六
年
）
、
書
記
前
田
猪
馬
雄
（
十
五
年
）
、
嘱
託
校
醤
柿
田
俊
彦
（
十
五
年
）
、
事
務
囑
託
甲
斐
靭
男
（
十
五
年
）
、
（
以
上
職
員
）
巡
硯
高
田
源
一
一
一
郭
（
十
八
年
）
、
使
丁
中
野
倉
入
（
’
’
一
十
八
年
）
、
使
丁
松
本
源
三
郎
（
’
’
’
十
七
年
）
、
使
丁
石
坂
岩
彦
（
’
’
十
九
年
）
、
使
丁
緒
方
正
行
（
二
十
一
一
年
）
、
使
丁
上
村
儀
一
一
一
郎
（
二
十
一
年
）
、
使
丁
高
村
影
治
（
十
八
年
）
、
使
丁
村
上
鬘
又
（
十
七
年
）
。
同
窓
會
よ
り
感
謝
状
受
領
者
靴
工
鎚
喜
次
郎
（
’
一
一
十
八
年
）
’
１
１
１
・
・
１
－
第
三
午
餐
閉
式
の
後
、
來
賓
及
び
職
員
は
、
直
に
緑
の
ア
ー
チ
、
紅
白
の
慢
幕
も
鮮
か
な
午
餐
場
に
入
り
、
特
別
来
賓
は
正
面
の
菊
席
に
、
一
般
来
賓
は
西
側
の
萩
席
に
Ｄ
而
し
て
卒
業
生
は
東
側
の
楓
席
に
夫
を
着
席
す
る
や
十
時
校
長
開
宴
の
挨
拶
、
濱
田
京
都
帝
国
大
學
總
長
の
謝
酔
が
あ
っ
て
折
を
開
い
た
。
記
念
の
杯
は
あ
っ
た
が
、
時
局
に
顧
み
て
酒
を
用
ひ
す
、
シ
ト
ロ
ン
と
番
茶
を
汲
み
交
し
つ
湧
寛
談
、
か
く
て
藤
岡
知
事
の
發
聾
を
以
て
、
「
天
皇
陛
下
萬
歳
」
を
Ｄ
つ
い
で
山
隈
市
長
の
首
唱
を
以
て
丹
第
五
高
等
學
校
萬
歳
」
を
三
唱
し
て
散
會
、
一
一
一
を
五
点
、
本
館
櫻
上
の
記
念
展
覧
會
場
や
記
念
會
館
に
向
っ
た
の
で
あ
る
。
而
し
て
替
學
寮
食
堂
に
於
け
る
生
徒
の
午
餐
は
、
山
形
教
頭
の
挨
拶
、
植
田
総
務
の
答
欝
あ
り
て
後
ｐ
母
校
の
萬
歳
を
三
唱
し
て
退
散
し
た
の
で
あ
る
が
、
當
日
の
來
會
者
に
は
、
第
五
高
等
學
校
沿
革
略
・
記
念
カ
フ
ス
釦
・
記
念
糟
葉
書
・
校
内
植
物
便
覧
。
記
二二
八
‐
０
■
字
が
Ⅱ
０
０
L'1
十時
會
長
の
祭
文
慰
霊
祭
概
況
豫
定
の
愛
更
十
時
會
長
の
挨
拶
村
川
堅
固
氏
の
講
演
後
藤
文
夫
氏
の
議
演
》
噸
毒
歴
惟
時
昭
和
十
一
一
年
十
月
十
日
本
校
開
校
五
十
年
記
念
式
學
行
ノ
日
ヲ
ト
シ
職
員
生
徒
卒
業
生
等
一
堂
一
一
相
會
シ
清
酌
朕
差
ノ
真
ヲ
設
ヶ
錘
一
一
恭
シ
ク
故
職
員
生
徒
卒
業
生
在
天
ノ
英
霊
ヲ
祭
ル
故
職
員
諸
賢
ハ
職
ヲ
本
校
一
一
奉
ジ
或
ハ
至
誠
梱
到
後
進
ノ
誘
披
一
一
力
〆
或
ハ
精
勵
格
勤
事
務
ノ
運
用
二
當
リ
核
運
依
ツ
テ
以
テ
年
卜
共
二
隆
昌
一
一
赴
ケ
リ
而
モ
尚
本
校
ハ
盆
々
諸
賢
ノ
議
痒
二
侍
シ
所
多
カ
リ
シ
ニ
催
チ
一
一
シ
テ
天
其
ノ
箒
ヲ
奪
う
洵
二
哀
ム
ベ
シ
故
生
徒
諸
子
ノ
本
校
一
一
在
ル
ャ
兎
ク
校
訓
ヲ
守
り
學
友
二
親
シ
ミ
孜
存
ト
シ
テ
人
格
ノ
向
上
ヲ
求
〆
知
徳
ノ
修
養
二
努
〆
將
來
ノ
雄
飛
期
シ
テ
侍
ツ
ペ
キ
モ
ノ
ァ
リ
シ
’
一
不
幸
中
道
一
一
シ
テ
天
折
ス
痛
恨
何
ゾ
堪
ヘ
ン
故
卒
業
生
藷
君
一
一
至
リ
テ
ハ
常
二
祇
會
ノ
木
鐸
ヲ
以
テ
自
ラ
任
ジ
或
〈
國
政
ノ
榧
機
一
一
参
シ
或
〈
賢
業
ノ
重
責
ヲ
群
ピ
或
ハ
學
問
ノ
慈
奥
ヲ
探
り
或
ハ
教
育
ノ
實
務
一
一
當
リ
各
々
尊
キ
使
命
第
二
章
第
五
高
等
學
校
後
期
一
一
一
八
一
一
第
四
慰
璽
祭
記
念
會
の
一
行
事
た
る
慰
蕊
祭
は
、
同
日
午
後
二
時
半
よ
り
、
職
員
、
生
徒
、
遺
族
、
同
窓
會
員
参
列
の
上
に
て
、
本
校
講
堂
に
於
て
學
行
せ
ら
れ
た
。
岡
本
係
長
開
式
を
宣
す
る
や
、
三
宮
藤
崎
八
幡
宮
宮
司
は
祭
員
を
從
へ
て
ひ
も
ろ
ぎ
の
前
に
進
み
、
塵
し
み
て
本
校
創
立
以
來
物
放
せ
る
蕾
職
員
同
窓
會
員
及
び
不
幸
在
學
中
に
氷
鵬
せ
る
生
徒
の
英
蕊
凡
そ
一
千
六
百
餘
柱
を
此
の
祭
場
仁
迎
へ
た
る
後
、
厳
か
に
諄
詞
を
奏
上
し
、
十
時
校
長
又
五
高
同
窓
會
長
の
費
格
を
以
て
恭
し
く
祭
文
を
奏
上
し
、
齊
し
く
慰
露
と
感
謝
の
枕
を
致
し
、
次
い
で
弔
電
披
露
、
祭
主
、
遺
族
總
代
武
藤
智
雄
氏
、
職
員
總
代
白
壁
教
授
、
卒
業
生
總
代
古
森
幹
技
氏
、
生
徒
總
代
植
田
總
務
の
順
を
以
て
玉
串
を
棒
ぐ
。
か
く
て
昇
魂
の
儀
も
了
り
て
式
を
閉
ぢ
、
遺
族
總
代
武
藤
智
雄
氏
の
挨
拶
を
以
て
、
午
後
三
時
一
同
退
場
し
た
の
で
あ
る
。
ノ
達
成
一
一
萬
進
シ
ッ
ッ
ア
リ
シ
ニ
天
年
ヲ
暇
サ
ズ
室
シ
ク
鬼
籍
一
一
入
ル
邦
家
ノ
爲
恂
一
一
恨
惜
二
鍵
へ
ザ
ル
ナ
リ
今
本
校
五
十
年
ノ
歴
「
所
感
Ｌ
、
及
び
嘉
納
一
元
本
校
々
長
の
「
在
職
徴
時
を
回
顧
し
て
」
の
追
憶
に
、
持
論
た
る
勢
力
善
用
、
壬
義
の
開
陳
等
、
そ
れ
そ
れ
特
第
二
章
第
五
高
等
學
校
後
期
三
八
一
一
一
■
１
．
１
‐
．
‐
祭
文
ﾛ
史
ヲ
回
顧
シ
追
慕
ノ
情
感
謝
ノ
念
切
を
ト
シ
テ
禁
ズ
ル
龍
ハ
ザ
ル
モ
ノ
ア
リ
思
う
一
一
諸
君
ノ
努
カ
ー
ー
ョ
リ
テ
培
ハ
レ
グ
ル
我
ガ
龍
南
ノ
學
園
〈
愈
聖
ク
愈
茂
リ
校
名
日
ヲ
累
ネ
テ
重
キ
ヲ
加
へ
來
し
り
諸
君
亦
以
テ
膜
ス
ペ
キ
也
我
等
盆
奮
興
埴
勉
以
テ
諸
君
ノ
先
縦
ヲ
漬
サ
ザ
ラ
ン
コ
ト
ヲ
期
ス
ル
ノ
ミ
翼
ク
ハ
水
ク
其
鑑
ヲ
垂
し
給
へ
不
肖
彌
五
高
同
窓
倉
ヲ
代
午
表
シ
テ
脚
力
蕪
酔
ヲ
陳
ネ
テ
敬
ミ
ー
プ
追
遠
ノ
微
衷
ヲ
棒
グ
昭
和
十
二
年
十
月
十
日
鍵
第
五
高
等
星
校
長
十
時
彌
第
五
記
念
大
講
演
會
揚
記
念
會
行
事
の
一
た
る
記
念
講
演
會
は
、
校
外
に
於
て
公
開
の
豫
定
で
あ
っ
た
が
⑯
時
局
に
鑑
み
て
本
校
講
堂
に
愛
更
せ
ら
れ
、
十
一
日
午
後
一
時
、
十
時
會
長
の
挨
拶
を
以
て
開
會
、
職
員
生
徒
、
同
窓
倉
員
竝
に
一
般
鑛
衆
堂
に
満
つ
。
同
窓
會
員
村
川
堅
固
博
士
の
譜
禧
を
交
へ
た
「
在
學
當
時
の
恩
ひ
出
」
、
同
後
藤
文
夫
氏
の
眞
蟄
に
し
て
感
銘
深
さ
｜、
１．
Ｂｉ
Ｌ
ｉｌ
ｕＴ￣￣ｌ
Ｉ１ｌ１服
２｛
習
學
案
の
事
業
と
行
事 随
南
會
主
催
の
種
々
蕊
饒
廓
鑪
各
和
展
琵
會輌
轌
醗
全
１
１
．
１
Ｉ
！
徴
あ
る
講
演
に
、
紗
か
ら
ぬ
感
銘
を
與
へ
、
反
省
を
促
す
と
こ
ろ
が
あ
り
、
四
時
半
閉
倉
。
同
窓
會
員
松
井
元
興
氏
が
、
直
前
病
氣
の
爲
に
出
講
出
來
な
か
っ
た
の
は
、
一
抹
の
寂
蓼
を
感
じ
た
。
第
六
展
覧
會
其
他
奮
職
員
、
卒
業
生
並
に
生
徒
出
品
の
書
謹
爲
眞
等
の
展
覧
會
は
、
本
館
に
於
て
十
・
十
一
の
両
日
開
催
さ
れ
て
異
彩
を
放
ち
、
十
日
午
後
六
時
、
市
公
會
堂
に
於
け
る
同
窓
會
全
国
大
會
も
、
空
前
の
盛
況
を
呈
し
、
籠
南
倉
主
催
の
行
事
は
、
今
春
霞
津
湖
追
の
水
上
大
運
動
會
端
艇
競
漕
を
始
め
と
し
て
▽
記
念
式
前
、
各
部
主
催
の
中
等
學
校
大
會
、
記
念
式
後
の
十
六
日
夜
の
講
堂
に
於
け
る
一
昔
樂
會
、
十
七
日
朝
の
断
郊
競
走
竝
に
終
了
後
武
夫
原
に
於
け
る
職
員
生
徒
の
會
食
、
十
七
日
夜
の
講
堂
に
於
け
る
映
叢
會
も
皆
盛
大
に
行
は
れ
、
習
學
寮
に
於
て
は
、
寮
生
談
話
室
（
知
命
堂
）
の
竣
功
、
寮
史
の
編
纂
、
キ
ャ
ン
ピ
ン
グ
用
具
整
備
等
の
外
、
九
日
の
大
晩
餐
會
、
先
輩
と
の
座
談
會
、
十
一
日
の
父
兄
招
待
，
十
二
日
の
寮
歌
放
遙
、
各
種
展
覧
會
等
、
五
十
年
を
記
念
す
る
に
充
分
で
あ
っ
た
。
第
二
章
第
五
高
等
學
校
後
期
第
二
章
第
五
高
等
學
校
後
期
１
１
恩祭 麺
三
八
四
三
八
五
■
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｜
叩
Ｊ
早
口
も
ｐ
ｈ
ｑ
句
押
Ｓ
ｑ
Ｉ
Ⅳ
ｑ
守
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Ｉ
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ｑ
Ｉ
Ｎ
Ⅲ
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Ｆ
ｒ
Ｉ
０
Ｉ
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．
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